
東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

18 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

1 2 2 4

2 2 2 4

025 1001 事務事業名 愛媛プロスポーツ応援事業 細事務事業名

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 川内公民館 係　　名 公民館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 非該当

公的関与

089-966-4721 メールアドレス kawauchikoumin@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

事業の目的 最終的
プロスポーツの応援を通じて市の特産品の販売や情報
発信を行う。

今年度

活動内容

J2マッチシティ東温市の日応援事業(愛媛FC） 東温市の日応援事業(愛媛MP)

J2マッチエリア松山広域デー応援事業(愛媛FC)

中予広域の日応援事業（愛媛MP)

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

J2マッチシティ参加者 参加人数 人
15,000 15,000 15,000 15,000

3,215 4,269

J2マッチエリア参加者 参加人数 人
15,000 15,000 15,000 15,000

10,630 7,634

中予広域の日参加者 参加人数 人
10,000 5,000 2,000 5,000

3,126 1,475

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 100 57 67

一般財源 126 202 282

計(Ａ) 226 259 349

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.387 2,917 0.366 2,210 0.366 2,214

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,143 2,469 2,563

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 公民館係
総　合
評価点

Ｃ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 企業として事業主が主体的に行うべき事業です。

有効性 東温市としてプロスポーツと、どう関わっていくかを考えています。

達成度 目標入場者が下回っているため、多くの人に来てもらえるよう企業サポートしています。

必要性 有効性

効率性 県プロスポーツ振興協議会の助成金は厳しいものがあるものの東温ブランドを高めています。

当面の
課　題

市として、観客動員を行うのは限界があり、企業と一緒に方法等を考えています。
特にマンダリンパイレーツについては球団の位置付けから考える必要があります。

改　革
計　画

スタジアム周辺での特産品の販売に特化し、将来は市から切り離します。

達成度 効率性 今後の方向性 方法改善

二次評価で
の指摘事項

プロスポーツに対して観客動員等を行う部局と、市の特産品の販売や情報発信を行う部局という二元制でサポートすることが望ましい
と考えています。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｃ



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 1

53 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

地区公民館の活性化のため、専任館長(非常勤でも良い)を置き、地域に根ざした活動を行うことが望まれます。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 建物の維持管理のため、必要最小限の人数で行っています。(図書館業務と兼務)

当面の
課　題

公民館の管理部門の一部(清掃人・管理人等)事業を業者に委託し、効率的な運用を図る必要があります。
地域とのつながりを大切に考えた管理が必要です。

改　革
計　画

現在、管理人(3人)及び清掃人はパート職員にて対応する等、休日の不在が無いようにし、オープンな公民館を目指します。

達成度 効率性

必要性 生涯学習の拠点として、公共施設の維持管理のため、必要不可欠です。

有効性 市民の学習の場を提供することにより、学習意欲の向上が図られます。

達成度 利用者の利便性を考慮し、公民館機能を維持します。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 44,522 32,252 42,530

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 公民館係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.925 5,595

臨時職員工数・経費 1.698 2,890 1.568 2,854 1.568 2,938

計(Ａ) 34,079 23,812 33,996

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.002 7,553 0.925 5,586

0

その他特定財源 0 693 644

一般財源 34,079 23,119 33,352

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

36,217

最終目標

公民館管理・維持経費 利用者人数 人
22,000 22,000 22,000 22,000

25,131

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度

事業の目的 最終的 生涯学習の拠点整備をし、利用増進を図る。 今年度

活動内容

川内公民館施設管理、文書受付、施設利用受付、備品管
理、清掃業務を行います。

（２）生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令 社会教育法

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立 主要施策

非該当

公的関与

089-966-4721 メールアドレス kawauchikoumin@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 川内公民館 係　　名 公民館係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

025 1006 事務事業名 川内公民館管理事業 細事務事業名



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

4 4 3 4 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

伝統文化の継承は、公民館活動の中でも重要です。今後もサポートを続けてください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 各保存会自主参加で開催しており、参加者金の支払いの他の支出はわずかです。

当面の
課　題

地域の保存会だけでなく、学校や企業で獅子舞研究会などができれば、また違った交流が出来ると考えます。

改　革
計　画

今後も参加団体を増やすため、各地域で伝統行事に力を注げるように支援していきます。

達成度 効率性

必要性 獅子舞を通じて、伝統芸能の伝承、異世代交流、青少年の健全育成に貢献しています。

有効性 各地域の獅子舞の競演を行うことで市民交流の場となっています。

達成度 毎年実施しており、参加者も人の入れ替わりがあり、地域住民に広く知られています。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 376 311 341

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 公民館係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.034 206

臨時職員工数・経費 0.004 7 0.003 5 0.003 6

計(Ａ) 90 100 130

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.037 279 0.034 205

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 90 100 130

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

300

最終目標

獅子舞保存会による競演 参加人数 人
300 300 300 300

300

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度

事業の目的 最終的 伝統文化の継承 今年度

活動内容

獅子舞大会の開催

（２）芸術・文化の鑑賞機会と発表機会の拡充

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 芸術・文化の振興 主要施策

非該当

公的関与

089-966-4721 メールアドレス kawauchikoumin@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 川内公民館 係　　名 公民館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

025 1011 事務事業名 公民館主催事業 細事務事業名 獅子舞大会開催事業



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 3 3 4

4 3 3 4

025 1012 事務事業名 公民館主催事業 細事務事業名 さくら講座開催事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 川内公民館 係　　名 公民館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 非該当

公的関与

089-966-4721 メールアドレス kawauchikoumin@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立 主要施策 （５）特色ある生涯学習プログラムの整備と提供

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

事業の目的 最終的
学習講座を開設し、多様化・高度化する社会に対応す
る人材の育成や住民の自立・共生のまちづくりを目指し
ます。

今年度

活動内容

郷土の文化財めぐり 趣味講座

地産地消を目指した料理教室

高度情報化社会に即した講座

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

講座参加者の満足度
生涯学習機会が充実していると
思う住民割合

％
100 100 100 100

100 100

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 44 64 121

計(Ａ) 44 64 121

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.016 121 0.015 91 0.015 91

臨時職員工数・経費 0.005 9 0.004 7 0.004 7

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 173 162 219

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 公民館係
総　合
評価点

Ｃ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 生涯学習の場を提供し、市民のニーズに即した講座を開設し、教養を高めたり、健康維持のための講座を開設することは必要です。

有効性
講座内容から、受講生は多くのことを学び、お互いのコミニュケーションを図り、公民館事業に積極的に参加いただいていますが、類似した事業
があるのでかぶらないようにします。

達成度 講座の内容は健康･趣味･料理･自然探訪等となっており次年度以降も開講してほしい旨の意見が出ており、参加者の満足度は得られています。

必要性 有効性

効率性 講座開講に市内各種団体の協力を得て経費節減に努めたり、実施手段の効率化に勤めています。

当面の
課　題

市民のニーズに応じた講座内容にしたり、時代の流れに即したものを取り入れる必要があります。

改　革
計　画

講座受講者からの要望、他の自治体やNPO法人等の情報を参考に計画的に事業を実施します。

達成度 効率性 今後の方向性 方法改善

二次評価で
の指摘事項

住民のニーズに応える講座を計画･運営してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ


